








（３）住民説明会の開催

合併に関する住民説明会の状況

法定協議会設置（平成15年１月）以降の状況については、次のとおりです。いずれの説明会

についても、全体としては合併の必要性についての住民の理解はあり、合併協議の一層の充実

を求める意見が多くを占める状況でした。

なお、その他に、各市町による個別の説明会や出前説明等の取組を行いました。

また、法定協議会事務局が全戸配布広報誌を毎月発行し、住民への周知に努めました。

（１）平成15年11～12月

協議状況を中間報告するため、各市

町主催による住民説明会を集落や校区

単位等で一斉に実施しました。

（２）平成15年12月

鹿本地域合併シンポジウムを開催し、新市建設計画案を中心に説明を行いました。

（３）平成16年５月

合併協定項目に関する協議が終了したことから、各市町主催による住民説明会を集落

や校区単位等で一斉に実施しました。

※鹿本地域合併シンポジウム

12月10日、山鹿市カルチャースポーツセンターで「合併シンポジウム」を開催しました。シ

ンポジウムは、住民のみなさんに新しいまちづくりに関心を持っていただくことを目的に鹿本

地域合併協議会が主催として開催したもので、約500人の参加がありました。

内容は、「市町村合併と今後の市町村のあり方」と題し、総務省行政体制整備室の山崎重孝室

長による基調講演（第27次地方制度調査会答申の概要など）と合併に関する作文発表、新市の

まちづくり（建設計画）についての説明がなされました。

基調講演では、住民自治の充実、市町村を取り巻く厳しい財政事情、少子高齢化の進行など

大きな課題として受け止め、市町村の規模、能力の拡充を図る市町村合併を引き続き推進して

いくことや「合併特例法が失効する2005（平成17）年４月以降は、財政支援措置も取られず、

夢を描く合併ではなくなる。それ以前の合併であれば、国としても全力で応援したい」と話さ

れました。

また、中学生によるまちづくり発表では、「ふるさとの明日」・「希望をつなぐ新市誕生」・

「市町村合併に期待すること」・「市町村合併について思うこと」・「合併について考えるこ

と」・「菊鹿の未来と私たち」と題して鹿本地域の６つの中学校の代表者が発表しました。各

中学校さまざまな視点から合併に関する思いなどを率直に訴え、堂々と発表する姿は説得力の

あるものでした。
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